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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成29年7月20日(2017.7.20)

【公開番号】特開2016-50667(P2016-50667A)
【公開日】平成28年4月11日(2016.4.11)
【年通号数】公開・登録公報2016-022
【出願番号】特願2014-178172(P2014-178172)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｃ  33/76     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  19/18     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  41/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｂ  35/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｃ   33/76     　　　Ａ
   Ｆ１６Ｃ   19/18     　　　　
   Ｆ１６Ｃ   41/00     　　　　
   Ｂ６０Ｂ   35/02     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月7日(2017.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　［実施の形態の第３例］
　本発明の実施の形態の第３例に就いて、図５を参照しつつ説明する。本例の場合には、
上述した実施の形態の第２例と同様の補助リップ４９ａを備えたシール材２６ｂを使用し
ているが、このシール材２６ｂを構成する薄肉延長部５４を、センサ保持部材２８ｂの一
部に接触させている。即ち、本例の場合には、このセンサ保持部材２８ｂを構成する円筒
部３０ｂの軸方向外端部に、軸方向外側に向かう程径方向内方に向けて折れ曲がった折れ
曲がり部５６を形成し、この折れ曲がり部５６の内周面に対し、前記薄肉延長部５４の先
端縁（外周縁）を全周に亙り接触させている。具体的には、前記センサ保持部材２８ｂを
、外輪２の軸方向内端部に内嵌固定する際に、前記折れ曲がり部５６により前記薄肉延長
部５４を軸方向外方に弾性変形させ、この薄肉延長部５４を弾性復元させる事で、この薄
肉延長部５４の先端縁を、前記折れ曲がり部５６の内周面に接触させている。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　　１、１ａ　車輪支持用転がり軸受ユニット
　　２　　外輪
　　３　　ハブ
　　４　　転動体
　　５　　ナックル
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　　６　　静止側フランジ
　　７ａ、７ｂ　外輪軌道
　　８ａ、８ｂ　内輪軌道
　　９　　回転側フランジ
　１０　　ハブ本体
　１１　　内輪
　１２　　小径段部
　１３　　かしめ部
　１４　　肩部
　１５　　エンコーダ
　１６　　支持環
　１７　　エンコーダ本体
　１８　　シールリング
　１９　　内部空間
　２０、２０ａ　キャップ（内側キャップ）
　２１、２１ａ　嵌合筒部
　２２、２２ａ　底板部
　２３、２３ａ　第一嵌合面
　２４、２４ａ　本体筒部
　２５、２５ａ　非接触筒部
　２６、２６ａ、２６ｂ　シール材
　２７、２７ａ　リップ本体
　２８、２８ａ、２８ｂ　センサ保持部材（外側キャップ）
　２９　　センサ
　３０、３０ａ、３０ｂ　円筒部
　３１、３１ａ　底部
　３２、３２ａ　第二嵌合面
　３３、３３ａ　外向フランジ部
　３４、３４ａ　貫通孔
　３５、３５ａ　　取付孔
　３６、３６ａ　ナット
　３７　　保持器
　３８　　支持筒部
　３９　　円輪部
　４０　　芯金
　４１　　弾性材
　４２　　部分円すい筒部
　４３　　小径円筒部
　４４　　外径側平板部
　４５　　筒状部
　４６　　中間平板部
　４７　　傾斜板部
　４８　　中央平板部
　４９、４９ａ　補助リップ
　５０　　シール面
　５１　　逃げ凹溝
　５２　　面取り部
　５３　　水抜き孔      
　５４　　薄肉延長部
　５５　　取付ボルト
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　５６　　折れ曲がり部
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図５】
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